
令和 6年度 2回愛媛県がん診療連携協議会がん相談支援専門部会 

Web会議 議事次第 

令和 7年 1月 16日（木） 13:30～15:00 

 

挨拶 部会長、副部会長、実務者代表、県担当者、患者団体代表 

Ⅰ．報告・協議事項 

1．都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会情報提供・相談支援部会報告  

（第 23回 11/21オンライン配信）                   福島 美幸（四国がんセンター） 

2. 「若年がん患者在宅療養支援事業」、「小児・AYA 世代のがん患者の妊孕性温存療法研究促進事業」、 

「ウィッグ及び胸部補正具購入費助成事業」の県内動向について 

                           田坂 慎太朗（愛媛県健康増進課） 

3. 愛媛県がん対策推進計画に掲げる本県独自の取組みの進捗状況について 

                                                      田坂 慎太朗（愛媛県健康増進課） 

4. がんサポートサイトえひめの周知について 

             大西 明子（四国がんセンター） 

5. 都道府県がん各ワーキングからの報告、次年度計画 

1) 相談員研修 WG                    福島 美幸（四国がんセンター） 

   ・開催報告 

     2024年度情報支援研修地域展開版 愛媛開催 ウェブ開催のみ 

      【11月 9日（土）13時 00分～17時 00分 ホスト会場：四国がんセンター】 

 

2)  広報活動 WG                     大西 明子（四国がんセンター） 

   ・フィードバック体制意見交換会報告【12月 12日(木)15：00～17：00オンライン】 

 

 3) チェックリスト WG                   和田 美恵子（住友別子病院） 

   ・新愛媛版チェックリスト実施報告 

   ・2025年 1月 20日（月）15時～WG予定 

 

4) サロン担当者 WG                         閏木 裕美（四国がんセンター） 

 ・サロン担当者意見交換会開催報告【10月 21日（月）13時 30分～15時 00分 Web】 

6．協議事項 

   1）愛媛県内の各施設における就労支援状況の共有について    羽藤 慎二（四国がんセンター） 

  

Ⅱ.その他                                   

1. 2024 年度愛媛県災害時連絡シミュレーション実施について   羽藤 慎二（四国がんセンター） 

  ・シミュレーション実施日について【8/19（月）～21（水）】 

施設が松山市：被災地、他市町：周辺地域 

 2．議事録担当表 



3. 各施設から周知事項                            （各施設） 

 ・希少がん GIST（消化管間質腫瘍）セミナーin四国 1/18（土）13時 30分～15時 30分 

  ハイブリッド開催 会場：四国がんセンター 暖だん 

 

4．次回専門部会開催予定について 

・全体報告会（決定）令和 7年 2月 15日（土）11時～12時ウェブ開催 

・令和 7年度 第 1回専門部会・全体報告会（候補日）令和 7年 7月 5日（土）・12日（土）集合 

 

議事録担当：十全総合病院 （次回は四国中央病院） 



施設名 委員名 出⽋
NPO法⼈愛媛がんサポートおれんじの会 松本 陽⼦ 〇
県庁 ⽥坂 慎太朗 〇
松⼭市⺠病院 三⾕ 直紀 〇

濱⽥ 由⾹ 〇
季⽻ 勝栄 ×
箱岡 由⾹ 〇
武⽥ 千津 〇
渋⾕ 純⼦ ×
吉村 真紀 ×
⼩笠原 佑記 ×
外⼭ 修⼦ 〇
松⽥ まどか ×
塩⾒ 美幸 〇
古川 孝司 〇
⽵治 尚志 ×
⾼⽊ 郁恵 〇
濱⽥ 和⼦ 〇
梶芳 純⼦ ×
脇 奈々⾹ ×
守屋 優⼦ 〇
楠瀬 裕⼦ 〇
北添 庸介 ×
松岡 誠⼦ 〇
池⽥ 恵 〇
⻫藤 明⽇⾹ 〇
⻄部 彩美 〇

⼗全総合病院 松本 彩 〇
⿊⽥ 恭⼦ 〇
川中 真紀 〇
⼤久保 紬希⼦ 〇
沼⽥ 侑 〇
和⽥ 美恵⼦ 〇
⼭地 郁江 〇
⾼橋 直記 〇
⼤⻄ 朝奈 〇

愛媛労災病院 ⽥中 三貴 〇
中⽥ 裕⼦ 〇
⼭本 智⼦ 〇
中岡 安希⼦ ×
⾨⽥ 芳 〇
松野 悠紀 〇
⾼橋 悠登 〇

済⽣会⻄条病院 ⼤⾕ 祥世 〇
藤原 千鶴⼦ 〇
平岡 慎哉 〇
⾼橋 樹⾥ 〇
菊池 和美 〇

⻄条中央病院 松尾 聡志 〇
⽻藤 慎⼆ 〇
⻑⾕部 昌 〇
酒井 伸也 ×
髙橋 三奈 〇
上野 剛 〇
柿下 ⼤⼀ ×
元原 正勝 〇
岸⽥ 恵 〇
福島 美幸 〇
⼤⻄ 明⼦ 〇
篠原 瞳 ×
閏⽊ 裕美 〇
松⽥ 真由美 ×

済⽣会今治病院

松⼭⾚⼗字病院

公⽴学校共済組合四国中央病院

HITO病院

住友別⼦病院

令和6年度第2回がん相談⽀援専⾨部会 出⽋名簿

四国がんセンター

市⽴宇和島病院

愛媛県⽴中央病院

愛媛⼤学医学部附属病院

済⽣会松⼭病院

市⽴⼋幡浜総合病院
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詳しいことは、治療を受けている病院の相談窓口か

この事業を実施する各市町の担当窓口に

お問い合わせください。

詳しいことは、治療を受けている病院の相談窓口か

この事業を実施する各市町の担当窓口に

お問い合わせください。

がんと診断された患者さんをサポートする
愛媛県のがん情報提供WEBサイト

対象：20歳以上～40歳未満
（医師が一般に認められている医学的知見に基づき
回復の見込みがない状態に至ったと判断された方）

内容：訪問介護 訪問入浴介護
福祉用具貸与 福祉用具購入

料金：サービス利用料の上限額：月額６万円
自己負担額：サービス利用料の１割

≪市町の担当窓口≫

市町 担当窓口 電話番号
松山市 松山市保健所 健康づくり推進課 089-911-1819
今治市 健康推進課 0898-36-1533
宇和島市 保険健康課 0895-49-7021
八幡浜市 保健センター 0894-24-6626
新居浜市 保健センター 0897-35-1070
⻄条市 中央保健センター 0897-52-1215
大洲市 健康増進課 0893-23-0310
伊予市 保健センター 089-983-4052
四国中央市保健センター 0896-28-6054
⻄予市 健康づくり推進課 0894-62-6407

市町 担当窓口 電話番号
東温市 健康推進課 089-964-4407
上島町 健康推進課 0897-74-0911
久万高原町 保健センター 0892-21-2700
松前町 健康課 089-985-4118
砥部町 保健センター 089-962-6888
内子町 保健センター 0893-44-6155
伊方町 中央保健センター 0894-38-1811
松野町 保健福祉課（保健センター内） 0895-42-0708
⻤北町 保健介護課（内線3120） 0895-45-1111
愛南町 保健福祉課 0895-72-1212

がんサポートサイトえひめ

若年のがん患者さんが、住み慣れた自宅
などで過ごせるよう、在宅療養に必要な
費用の一部を助成します。
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若年がん患者在宅療養支援事業 利用のながれ
利用にあたっての手続きについては、お住まいの市町の担当窓口へご相談

ください。電話でも相談できます。
市町により手続きや助成対象者、助成額などが異なる場合があります。

１ 利用申請

２ 利用決定の通知

３ サービスの利用

４ サービス利用料の支払い

５ サービス利用料の請求

６ 審査、申請者への支払い

７ 申請内容変更や利用の停止

申請書と主治医の意見書などを市町の窓口に提出してください。

市町で申請内容を審査した後、利用決定通知書が送付されます。

介護サービス事業者との契約はご自身で行っていただきます。
適当な介護サービス事業者をご存じない場合は、市町の担当窓口にご相談
ください。

サービス利用料の１割を自己負担額として介護サービス事業者にお支払いください。
残りの額は市町から介護サービス事業者に直接支払われます。（委任払い）
ただし、市町により、介護サービス事業者から請求された全額をご本人がいったん
支払い、自己負担額（利用料の１割）を除いた額の助成金を受け取る方法（償還払
い）をとっている市町もありますので、詳しくは市町の担当窓口にお問い合わせく
ださい。

※償還払いの場合のみ
請求書、実績確認書などを市町の担当窓口へ提出してください。

市町で申請内容を審査し、指定の口座に利用料を振り込みます。

支援事業の利用途中に、住所等の変更があった場合やサービスを利用する必要が
なくなった場合など、必ず市町に連絡し、変更申請書をご提出ください。

※償還払いの場合のみ

（R6.6.1現在）22
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ウィッグ（かつら）・乳房補整具等の
購入費を助成します

松山市では、がん患者さんが治療を続けながら
自分らしく毎日の生活を送ることができるよう

がん治療に伴う外見（アピアランス）の変化を補うために購入した
ウィッグや乳房補整具などの費用の一部を助成します。

● ウィッグ（全頭用、部分用）

● 装着用ネット
　※ウィッグと同時申請のみ。
● 毛髪付き帽子

ウィッグ等

● 補整パッド
● 補整下着
● 直接肌に接着する人工乳房乳房補整具等

対象外 ● 付属品やケア用品（クリーナー、リンス、ブラシなど）
● 購入に要した交通費、送料、手数料など
● 自作した場合の材料費　● レンタル費用

詳しくは、

裏面 へ ＞＞

松山市ウィッグ・乳房補整具等助成金

TTo o live a happy
live a happy

life every day
life every day..
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対象者 ● 松山市に住民票がある
● がんと診断され、治療中または治療を受けた
● がん治療による外見の変化（脱毛や乳房の変形など）を補う補整用具などを購入した
● 国または県内外の自治体から同様の助成を受けたことがない

次のすべてに
当てはまる人

個数制限はありません。１回にまとめて申請してください。
購入金額が上限に満たない場合でも、申請はそれぞれ１回限りです。

購入日の翌日から１年以内 購入費の１/ ２（1,000 円未満切り捨て）申請期限 助成額

問合先
健康づくり推進課（保健所）TEL： 089-911-1819
FAX：089-925-0230 ／ 〒 790-0813 松山市萱町６丁目 30-5 松山市保健所 １階

令和６年４月１日以降に購入
したウィッグまたは補整具など

ウィッグ等
乳房補整具等 各３万円

対象品 限度額
（上限）

電子申請または
健康づくり推進課に
必要書類を提出（郵送可）

フォームに必要事項を
入力し、必要書類➋➌
の画像データを添付し
てください。

電子申請申請方法

必要書類

➊ �松山市がんの治療に係るウィッグ類等
購入費助成金交付申請書兼請求書

➋ �補助対象用具を購入したことがわかる
領収書およびその明細書（写し）

　 ●  宛名、購入日、金額、品目名、領収書発行者
の記載があるもの

➌ がん治療が分かる書類（写し）
　 ●  手術や化学（薬物）療法などの同意書、お薬

手帳（抗がん剤名記載ページなど）、診療明細
書、治療方針計画書、そのほか抗がん剤によ
る治療や乳房を切除したことを証明するもの

※ 助成対象者や法定代理人以外の人が申請する場合は、委任状が必要です。
　 松山市がんの治療に係るウィッグ類等購入費助成金交付申請書兼請求書および委任状は、健康づくり推進課の窓口で

配布するほか、市ホームページでダウンロードできます。

がんについての不安や悩み・心配ごとは

がん相談支援センターへ

相談無料

秘密厳守
どなたでも利用できます。お気軽にご相談ください。

愛媛県の
がん相談支援
センター一覧
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令和 6 年度第２回愛媛県がん相談員研修会 

2024 年度「情報から始まるがん相談支援」研修～地域展開版～愛媛県開催 活動実施報告書 

記載者：和田美恵子 

Ⅰ．企画概要      

 企画名  

令和 6 年度第２回愛媛県がん相談員研修会  

「情報から始まるがん相談支援」研修～地域展開版～愛媛県開催  

主催  

愛媛県がん診療連携協議会 がん相談支援専門部会 がん相談員研修ワーキング 

 開催日時  

2024 年 11 月 9 日（土）13：00～17：00 

 開催方法  

ＺＯＯＭを利用したオンライン開催 

目的・目標  

（目的） 

がん専門相談員の役割の中核（コア）である「情報支援」の重要性を理解するとともに、相談員個々の「信

頼できる医療情報を見極める力」「基本的な医療情報を活用する力」を高めることを主目的とする。また、

がん相談支援センターにおいて取り組みたい情報の整備についても学ぶ機会とする。 

（目標） 

1. がん専門相談員としてヘルスリテラシーを高める重要性を認める 

2.信頼できる医療情報および情報源を見極めるための視点を述べる 

3.ワークを通して、がん情報サービスや患者向けガイドラインの医療情報を理解する 

4.相談者に医療情報を提供する際の留意点を列挙する 

5.組織内において情報を収集、整備することの重要性を認める 

6.グループワークは積極的に参加し、メンバーの意見も尊重する 

運営スタッフ  

講師・チーフファシリテーター 

日本赤十字社和歌山医療センター 西山 恵理先生 

運営担当 

研修企画リーダー：四国がんセンター 福島美幸 

研修司会・進行  ：四国がんセンター 大西明子 

本研修事務局   ：四国がんセンター患者・家族総合支援室 

オンライン研修本部 (ホスト)  愛媛大学医学部附属病院：塩見 美幸    

                 四国がんセンター    ：篠原 瞳  

ファシリテーター 

愛媛県 武田 千津（愛媛県立中央病院） 

松岡 誠子（済生会今治病院） 

閏木 裕美（四国がんセンター） 

濱田 由香（愛媛県立中央病院） 

和田美恵子（住友別子病院） 

川中 真紀（市立宇和島病院） 
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徳島県 秋月 佐代（徳島大学病院） 有馬 信夫（徳島県立三好病院） 

高知県 前田 英武（高知大学医学部附属病院）  

香川県 小田 優子（香川大学医学部附属病院） 佐藤 愛子（三豊総合病院） 

事務局 武智 祥江 持主 かおり（四国がんセンター） 

受講対象者 （受講定員 30 名、受講者 23 名、欠席 1 名）  

・愛媛県内を中心に全国の拠点病院・がん診療連携推進病院のがん相談支援センター相談員 

・他県からの参加も可 

・がん相談に従事する相談員（医師、看護師、MSW、心理士等） 

受講条件  

事前課題） 

受講者は、事前に E ラーニングで講義を聴講し、2 種類のワークシート（情報の見極め、基本的医療情報の

活用）に取り組んだ上で当日参加する。具体的な内容は受講決定後に受講者に通知する。 

プログラム内容  

時間 
 

ルーム プログラム(予定) 

9:30～ 入室 控室 (当日打ち合わせ) 

10:00～ 90 控室 講師･研修司会・企画代表・企画サブ 当日打ち合わせ 

11:30～ 60 
 

昼食休憩 

12:30～ 30 メイン 受講生受付 

13:00～ 10 メイン 開会挨拶（副部会長） 

13:10～ 5 メイン オリエンテーション・講師紹介（司会）  研修目的・目標説明 

13:15～ 10 メイン 講義 1・講義 2 復習 （講師） 

13:25～ 75 グループ グループワーク(50 分) （ファシリ）自己紹介(10 分)演習①(40 分)〈全体共有(25 分)〉 

14:40～ 10 メイン 休憩 

14:50～ 10 メイン 講義 3 復習(講師) 

15:00～ 65 グループ グループワーク(40 分)・演習②（ファシリ）〈全体共有(25 分)〉 

16:05～ 5 メイン 講義④復習(講師) 

16:10～ 40 グループ グループワーク(30 分)・演習➂  本日のふりかえり（ファシリ）〈全体共有(8 分)〉 

16:50～ 10 メイン まとめ、質疑応答（司会）閉会挨拶・事務連絡、研修修了 

17:00～ 60 控室 研修のふりかえり 

Ⅲ群登録  

国立がん研究センター実施の「認定がん専門相談員制度」におけるⅢ群研修の単位認定申請を行い、 

承認された。 
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Ⅱ．ワーキングの打ち合わせ・振り返り会  

１．打ち合わせ会（10/30 15:00～17:00、研修当日 10:00～11:00）  

・講義内容、研修進行等の予定に変更なし。 

・グループワークの進行の確認。グループワーク①は発表なし。 

・役割決めをしてグループワーク開始。運営側からも残り時間を管理して全体にアナウンスする。 

・グループワーク後、グループ発表して全体共有する。 

・参加申込キャンセルがあり、グループ分けが変更された。 

・ファシリテータマニュアルに沿ってポイントについて確認。 

≪演習①≫ 

  ・事前課題チェック項目において評価（〇・△・×）の選択理由をしっかりと共有する  

 ・総合評価では患者や家族がサイト選択につながった『魅了されそうな言葉』について引き付けたられた  

  理由について考える 

≪演習②≫ 

  ・病理ステージについて、ステージがどのような状況であるかを調べているのかを確認する 

  ・提示されていない相談者の背景やニーズについてグループ内で共有する 

  ・ガイドラインに示されている薬剤名や数値についてどのように伝えるのかを考える 

  ・情報の伝え方、情報量、伝えるタイミングなどについてグループ内で考える 

≪演習③≫ 

 ・参加者の所属機関における情報整理の状況、ガイドラインの入手方法、多方面から提供されるパンフレ 

ットやチラシの取り扱いについて共有する 

２．振り返り会（17:05～17:30）  

１） 全体の印象について 

・スケジュール通りに終了できた。タイトなタイムスケジュールの内容だったが、講演、グループワークを予

定通り進めることができたのがよかった。 

・トライアルでの情報支援研修を入れると今回で 4 回目の開催になった。繰り返し行った研修経験がスケジュ

ール通り進められたと考える。 

２） グループワークについて（ファシリテーターから） 

①発表順を決めていたことで、発表担当の演習終了後のグループワークでは消極的になってしまった。 

②福祉職は医療情報を伝えることへの禁忌感をもっていたが、医療情報を伝えることが患者支援につながるこ

と、相談員が安心して伝えるための確たる情報源があることを学ぶことができる機会になった。 

・情報支援研修はがん疾患だけではなく、広くいろんな症例につながる研修になることが考えられ、汎用性の

より高いものであることを再認識した。がん拠点以外の医療機関にも門戸を広げて受講してもらいたい。 

③グループ内の雰囲気があがるのに少し時間がかかり、ワークの時間配分が難しかった。 

・グループからでた意見を共有できるようにフィードバックすることで研修目的や学習目標の理解促進につ

なげることができた。 

・エビデンスに基づく正しい情報をどう相談員がしっかり把握して、それを相談者に向けてどうアプローチし

ていくかについてしっかり振り返ることができて、有意義な時間になった。 

④情報支援だけではなく、情報支援のために必要なこと、何をする必要があるのかに気付き、受講生一人ひと
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りが『今自分にできること、まずしないといけないこと』について考える機会になった。 

⑤福祉職は「医療情報を提供することに悩みはあったけれど、ガイドラインを使って正しい情報を伝える」、

看護職は「長年の経験と知識でできることだけではなく、正しい知識をブラッシュアップして、患者の立場

に立って 相談支援していきたい」という思いを最後に話し合うことができ、いい機会になった。 

⑥検索サイトを画面共有することでグループ内みんなが同じサイト見て話ができたことがすごく良かった。 

・情報整備の状況も、ガイドラインやマニュアル（がんだけに関わらず）の整備が進んできたが、活用方法が

今後の課題だという意見がグループ内から出ていた。できそうなことは明日からと言わず今からやってみよ

うと思いますといった意見も出てきてよかった。 

・情報支援はなんたるかとか、情報整備はなんたるかを、1 回立ち止まって振り返るとても大事な研修会だと

思う。やはり情報支援は最終的に相談支援の基本的な姿勢に最後みんなが行きつくところが、この研修のす

ごいところ。必ずそこに終着するからこそやはり大事だなと思った。・情報整備はどの機関も苦労している。

過去にこの研修を受けて、ガイドラインを買い揃えるようになった病院もあるが、いろんながんに関する情

報を選定、更新し、媒体補充する作業は、現場にしわ寄せが出ており、情報整備は、本当にサステナブルに

しないとなかなか大変だと研修に参加している皆さんの意見を聞きながら思った。この研修継続が望ましい。 

3） 司会進行・全体を通して 

・参加者には初めてお会いする方が多く、所属機関の機能もわからない方もいる中で、グルーブメンバーに合

わせて学習目標に到達できるようにファシリテートすることができたと思う。 

・ファシリテート力（グループワークでの意見の引き出し方、時間通りにワークを進めてまとめられたことな

ど）が向上しており、受講者から出てきた意見をきいてもレベルアップしてきていることを感じた。 

4） 会場設営等、その他 

・受講環境等事前に案内をしていたが、受講生の端末でハウリングが発生してしまうことがあった。自宅から

の受講だったため、音響設備に反応したものと推測される。オンライン研修に不慣れな受講生もいることを

勘案して案内に留意したい。 

  

Ⅲ．研修実施結果  

１．受講者背景  

受講者計 23 名 内訳 

施設別：がん診療連携拠点病院 18 名、地域がん診療病院 2 名、がん診療連携推進病院 1 名、その他 2 名 

県 別：愛媛県 10 名、愛媛県外 13 名 

職種別：看護師 6 名、MSW 16 名、心理士 1 名  

２．アンケート集計結果より抜粋  

回答数：23 件（参加者全員回答） 

１）情報支援に関する研修の受講回数 

23 名中 15 名が初回、5 名が 2 回目、3 名が 3 回以上の状況だった。 

受講者の約 6 割ががん相談員経験 5 年未満であることや地域がん支援病院の指定を受けて受講されたこ 

となどが初回受講につながった背景にあると考えられる。 

２）研修目的の理解度 

『ヘルスリテラシーを高めることの重要性』『信頼できる医療情報および情報源を見極めるための視点』 
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『がん情報サービスや患者向けガイドラインの医療情報』『相談者に医療情報を提供する際の留意点』 

『組織内において、情報を収集および整備することの重要性』の各項目について参加者の 9 割の方に十分 

理解できたと回答があった。その中でも医療情報を提要する際の留意点では「まあまあ理解できた」と

回答された方が目立ち、相談者の背景や心理状態を鑑みてタイミングや情報量、伝え方などに難しさを

感じたように推測できる。 

３）総合的な満足度 

  大変満足 20 名、まあまあ満足 3 名の回答であり、ほぼ全員から満足したと回答があった。 

４） 受講者からの意見：アンケート集計結果参照 

 

Ⅳ．今後の展望  

 本研修では「がん情報サービスやガイドラインを使って相談対応してみよう」と参加者の多くが思えた研修

となった。情報支援に必要な情報整理、情報収集だけではなく、情報支援をするために相談員に必要なスキル

や相談支援のプロセスについて振り返る機会になった。 

 今後は研修のゴール、ハードルを上げず、また研修内容をコンパクトにして、モジュールごとの分割開催な

ども選択肢に繰り返し開催してみることも検討したい。 

 また、今年度国立がん研究センターがん対策研究所による「情報から始まるがん相談支援」研修～地域

展開版～（以下、「情報支援研修地域版」）の講師派遣事業が終了となることもあり、次世代を育てる意味

で、自県のファシリテーターを自県で担えるような取り組みにも取り組んでいきたい。 
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令和６年度第 2回 

がん相談支援センターのフィードバック体制についての意見交換会 議事録 
 

令和６年 12月 1２日（火）15:00～16:45 

 

（情報共有） 

２０２４年４月より四国中央病院が「地域がん診療病院」に指定された。 

「地域がん診療病院」は「がん診療連携拠点病院」と連携、役割分担しながら、拠点病院の指針に示された相談支援業務

を行っていくため、このフィードバック体制の整備も行っていく。今後、この意見交換会に参加していただくことになる。 

また、２０２４年１１月より西条中央病院が「がん診療連携推進病院」に指定された。 

 

1.各施設よりでの改善点や課題の取り組みについて 

  

１）四国がんセンター 

・相談員によって相談対応に差があるとの意見を受け、具体的に取り決めが必要と考え、セリフレベルのマニュアルを

作成した（初診予約）。今後も順次増やしていく。 

・即答できない相談の対応について、対応できないまま時間をかけてしまった。即答できない時の対応を取り決め共

有した。 

 

２）愛媛大学医学部附属病院 

・院内周知として、がん相談支援センターの案内動画の視聴が昨年度に比べて増えている。 

・集計結果について、紙面上では病院長まで行っており、年度末の会議で集計結果について医師へ周知を行う。 

・市町への広報について、アピアランスの案内に、がん相談支援センター加えてもらっていることに効果を感じている

ことを報告した。 

・年間通して回答できるように二次元バーコードを準備しているが、調査期間外でのアンケート回答はない。 

 

３）済生会今治病院 

・アンケートの回収率が低かったので、周知強化のため院内掲示板のテロップにがん相談支援センター案内を追

加、使用していたチラシに地図を追加した。外来看護師に周知の依頼をした。 

・二次元バーコードからの回答を通年でできるようにしているが、調査期間外でのアンケート回答はない。 

 

出席者 医療機関 参加者 医療機関 参加者 

14名 

愛媛県立中央病院 渋谷、箱岡 愛媛大学医学部附属病院 塩見、古川 

西条中央病院 松尾 済生会今治病院 西部、松岡 

四国中央病院 高木 市立宇和島病院 黒田、沼田 

市立八幡浜総合病院 菊池 住友別子病院 髙橋 

HITO病院 楠瀬 松山赤十字病院 中田 

四国がんセンター 福島、大西   

司会 四国がんセンター 大西 
敬称略５０音順   

書記 住友別子病院 髙橋 
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４）愛媛県立中央病院 

・相談員のスキルアップが必要と感じ、相談対応の振り返りとして、面談技術のロールプレイ（相談者、相談員、

観察者）を実施。相談記録のアセスメントに着目し、アセスメントをできているかの評価を行い学習化した。 

・院外への広報 病院公式 LINEで、がん相談支援センターの周知を行った。 

 

５）松山赤十字病院 

・悲嘆、怒りを表出している人に用紙を渡せていない。その為、良い結果が多くなっており、本当のフィードバッ

クを得られているのか課題。いつでもアンケート回答をできるようにするのか対応を検討。 

・元々リーフレットを渡していたが、診療科を周り、医師や看護師へ直接配布の協力依頼をおこなった。 

・看護師から渡すことが多かったが、今年はリーフレットを医師から渡すことで、医師に遠慮することなくがん相

談支援センターを訪問される方が増えた。 

・主治医や院内職員へがん相談支援センターの役割や匿名性があることの周知について課題としている。 

 

６）市立宇和島病院 

・告知後の案内でいつでも相談出来ることを伝え、心配事の確認をすることで相談へつながったケースがあり

継続したい。 

・配布数、回収数が少なかった、新年度になりアンケートを始めると、期間的に間に合わないことを考慮し、９月

～１２月でアンケート実施を行っている。 

 

７）住友別子病院 

・通年でのアンケート対応を行っている。お金の相談については満足度が下がっている。期待以上の情報がわた

せていないためと考える。 

・非がん患者へのアンケートの結果も、がん患者へのアンケート結果と差異がなく。お金の話や、医療スタッフと

のコミュニケーションエラーがあった場合は悪い評価が出ている。 

 

2.他県の取り組みについて 

２０２４年１1月認定がん相談支援センターオンラインサロンより（10施設参加） 

奈良県： ・県で共通のアンケートはない。病院独自のアンケートを実施 手渡し５割 回収３、4割 

 ・病院内の委員会で振り返りを実施。 

 ・奈良県が作ったアンケートあり、そのアンケート実施期間中（年１回）はそれを行っており。結果はホー

ムページで公開している。アンケートは相談支援だけでなくそれ以外を含めた内容となっている。 

福井県： ・５施設が協議会に参加しており、協議会 WG で作成した共通アンケート実施。ひな形のアレンジは自

由にしている。配布方法、回収方法は施設に任せている。 

 ・利用者の満足度調査（２か月間）切手が要らない封筒とお渡ししている。 

福岡県： ・県の共通アンケートはない。各病院独自のアンケートを実施。院内の委員会で共有している。 

兵庫県： ・県の共通アンケートはなし。病院独自のアンケートを実施。県での共有はなし。 

 ・アンケートを相談受付時点で渡している。結果は相談ミーティングで共有。 

 ・相談員が手渡すことでバイアスがかかっている可能性があり、良い評価しか集まらないためアンケー
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トを止め、方法について検討している医療機関もあったが、その代わりに意見箱から率直なご意見

を抽出し、そこから改善点を検討している。 

大阪府： ・府の共通アンケートはなし。府での共有はなし。 

香川県： ・協議会で作成した共通アンケートを５施設で実施。２カ月毎の協議会の実務者連絡会で結果共有、行

政がオブザーバーとして入っており議事録（非公開）をもって情報共有としている。 

 ・ホームページでアンケートを公開している。 

・国立がん研究センターの方から、県でアンケートの結果によって県全体として何かをしようとしているところは

全国的に報告はないとのこと。 

・愛媛県の取り組みが評価されていた。 

・全国でも二次元バーコードを準備したが、利用しての回答はあまりなかったと意見としてあった。 

 

3.協議会としての取り組み・方向性 

１）３年間同じ内容でアンケートの項目を継続方針だったが、改変するか。 

変更なし。そのまま継続実施。 

 

２）開催時期について 

職員の配置移動があるので年度初めにするのか、秋にするのか検討したい。 

・どこに基準を合わせてアンケートを実施するか。 

・現況協報告の前に協議会での共有を軸にすると、春のアンケートになる。 

・年度変わりの時期に実施するのは厳しいものはある。 

・時間的なゆとりを考えると第２回専門部会の報告に合わせた方か実施しやすい。 

・アンケートの実施時期を前年度に行ない、結果共有を年度初めに実施すると期間的には余裕が生まれる。 

⇒アンケートの実施時期（期間）は各医療機関に任せて、意見交換会に間に合うようにし実施し、アンケート結

果の共有は第１回専門部会で行うようにする。 

 

 

4.その他 

1）がんサポートブックえひめ 増刷について 

２０２５年１月から紙代が 15％上がる。 

増刷は近日中に希望を募り見積実施とする。増版時は微修正とする。 

・修正箇所 

ｐ3.4 地域がん診療病院 四国中央病院  地域がん診療推進病院 西条中央病院 追加 

ｐ10 妊孕性について 

ｐ12 アピアランスケアについて ウィッグの助成事業 

ｐ14 えひめ医療情報ネットがナビに変更 

ｐ14 若年がん患者在宅療養支援事業 

QRコード→二次元バーコード 
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2）第 5版の発注時期について 

・更新管理について、情報の厳選を行う必要がある。他に情報がある場合は、そちらを代用できるようにし、

コスト観点から冊子のページ数を考える。 

・必要な情報を必要な患者へ渡せるようなものにしたい。 

・サポートサイトえひめ とのあり方を考えて、掲載する情報を検討する。 

・在庫管理で困った場合、がんサポートブックの二次元バーコードをつけてチラシを配り、希望者に配布した。 

⇒2026年改定に取り掛かり、2027年第 5版発行予定  

 

3）広報WGなので、フィードバックアンケート以外にも広報について相談したい。 

院内、院外への広報についても検討したい。 
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令和６年度愛媛県がんサロン担当者の交流会開催報告書 

                           記載者：済生会今治病院 斉藤  

 

 

１．日時 

  令和６年 10月 21日（月） 13：30～15：00 

 

２．方法 

  Zoom オンライン 

 

３．参加人数  

  18名 

   

 

４．内容 

 １）各サロン担当者より報告と意見交換 

 各サロンの現状報告（各病院の資料あり） 

・四国がんセンター（ひまわりサロン、がん哲学外来 坂の上の雲暖だんカフェ） 

  ひまわりサロンは 6月から入院・外来患者の制限なく参加可能とし、利用者記名簿廃止。 

ハイブリッド開催の AYA世代サロンは昨年度 1名のみの参加となり、開催曜日検討中。 

   ピアサポーターによる効果や存在価値を院内医療者に周知する機会がもてていないこと、ファシ

リテート力量不足、他の病院サロンとの協力や交流が課題。 

 ・私立八幡浜総合病院（八幡浜おれんじサロン） 

   令和 6年 2月からサロン再開（語り合い+年に数回ミニ講座）している。外来患者と家族（遺族）

対象で、感染対策を行い、飲み物はペットボトルで提供。コロナ以前と比較すると参加者が減少

しており、参加者増加に向けて広報や企画内容（ミニ講座の開催頻度等）、入院患者の参加をいつ

からとするかが課題。 

 ・市立宇和島病院（さくらサロン） 

   コロナ以降はミニ講座の開催を休止している。参加者は平均 4名程度。ピアサポーターはおれん

じの会より派遣していただいている。毎回のサロン前後でピアサポーターと参加者の情報共有や

振り返りを行っている。 

 ・愛媛大学医学部付属病院（あいほっとふれあいサロン） 

   外来患者対象にサロン開催している。9 月より開催時間を 13：30～14：30 とし、9 月、11 月、1

月には 15分程度ミニレクチャーを行う予定。参加者は毎月 1～2名程度となっている。リーフレ

四国がんセンター 福島、山崎、閏木 四国中央病院 濱田 

市立八幡浜総合病院 菊池、高橋 済生会今治病院 斎藤、池田 

市立宇和島病院 大久保 HITO病院 北添、守屋、楠瀬 

愛媛大学医学部附属病院 林、下田 愛媛がんサポート 

おれんじの会 

松本 

愛媛県立中央病院 箱岡、外山 愛媛県庁健康増進課 田坂 
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ットを院内共有フォルダで他職種にも共有し、必要時声掛けを行ってもらっている。入院患者の

サロン参加について検討中。 

 

 ・愛媛県立中央病院（みきゃんサロン） 

   開催時間を 45分から 60分に変更。今年度からテーマを決めてサロン開催している。今年度は防

災について取り上げ、災害時の備えについて紹介した。ピアサポーターとはサロン開催前後で情

報共有と振り返りを行っている。 

 ・公立学校共済組合四国中央病院（顔晴れサロン） 

   2023 年 12 月よりサロン再開。来年度は医師、がん専門認定看護師の講演が追加・1 回 2 講演で

参加者が興味を持ちやすいプログラムとしている。現状は緩和ケアスタッフが主に運営を行って

おり、特定のピアサポーターはいない。 

 ・済生会今治病院（なでしこサロン） 

   今年度から開催時間をコロナ以前と同様 13：30～15：30としている。参加者は平均 3～4名程度。 

   昨年度初めてピアサポーター養成研修を行い、当院でのピアサポーター活動を希望される方もい

たが、有償とするか等について院内調整中であり、運用には至っていない。 

 ・ＨＩＴＯ病院（ＨＩＴＯサロン） 

   開催場所がレストランブースから 10 階多目的室に変更。対面型の開催にこだわり、内容によっ

て開催時間を随時変更している。サロンについてはチームスを活用し院内で情報共有を行ってい

る。 

ストーマ造設後のサロン参加者より、サロンで同じ疾患・身体状況の参加者との話がしたいとの

相談があり、院内で検討したが該当する方がいなかった。 

   →四国がんセンターにて 2月にストーマ造設後の方を対象としたサロンを開催予定。 

おれんじの会より、オストミー協会愛媛支部の連絡先について情報提供あり。若年の方はオン

ラインで情報交換をされているようだが、サロンや交流会のようなものが開催されているかは

不明と。 

 

   各病院での取り組み状況について現状報告を聞くことができ、ピアサポーターとの連携や情報共

有、課題などについて意見交換ができた。 

   サロン活動再開後も入院患者のサロン参加ができていない現状がある他、広報活動に苦慮してい

る病院が多いことなどが課題として見えてきたため、ＳＮＳ等を通じた広報や、県や市にも協力

いただいて広報活動を行っていくことについても検討していきたい。 

 

２）ピアサポーターの名札について 

おれんじの会より、ピアサポーターの個人情報の取り扱いについて、現在各病院によって漢字で

氏名表記としているところなど対応がさまざまとなっているが、名札の表記を平仮名で苗字のみ

としていくのはどうかと提案あり。 

→おれんじの会から派遣されるピアサポーターについては、平仮名で苗字のみの表記とする。 

県立中央病院はピアサポーターのみの表記。 
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３）次年度の活動について   

今後も年 1回程度、10月頃に交流会を開催予定。 

４）その他  

情報共有 

・「がんサポートグループ企画運営者のための研修会」が 2/11にハイブリッド開催予定。 

・おれんじの会にて「防災リスト」を作成。各病院へ配布していただける。希望があれば活用方

法について講演も行っていただけるとのこと。謝金等については要相談。 

・愛媛県保健福祉部健康増進課 田坂氏より、ウィッグ・補正下着の購入費助成事業について、

来年度はさらに事業を実施する市町が増える予定。今年度末に再度詳細を共有していただける。

また、小児がんの高校生以上の患者について、愛媛県内には高校生を対象とした院内学級がな

い状況であるため、オンライン授業を各校と相談することとなっているが、なかなか授業がで

きない現状があった。今後対応に苦慮することがあれば、愛媛県教育委員会より各校にかけあ

っていただくことが可能。各病院からの相談窓口は田坂氏となる。 
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愛媛県がん診療連携協議会 がん相談支援専門部会 議事録担当表 

２０25年１月現在 

 

N0 施設名 

1 四国がんセンター 

2 松山赤十字病院  

3 済生会今治病院  

4 市立宇和島病院  

5 ＨＩＴＯ病院  

6 十全総合病院  

7 四国中央病院  

8 住友別子病院  

9 愛媛県立中央病院  

10 松山市民病院  

11 愛媛大学医学部附属病院  

12 済生会西条病院  

13 愛媛労災病院  

14 済生会松山病院  

15 市立八幡浜総合病院  

16 西条中央病院  

 

【議事録作成の流れ】 

① 議事録は、専門部会終了後、おおむね２週間以内に作成する 

② 議事録作成後、相談支援専門部会メーリングリスト(以下ＭＬ)に議事録を投稿し、１週

間を目安に、各専門部会委員に修正、変更点について意見をきく 

③ 意見を集約し、１週間を目安に議事録を修正。専門部会終了後１か月以内に議事録を

完成させる 

④ 完成した議事録をMLに投稿する 

⑤ 事務局が、協議会相談支援専門部会のホームページに議事録を公開する 
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https://www.ncc.go.jp/jp/rcc/hotline/index.html
https://cancer.huhp.hokudai.ac.jp/about/clinical-support-group-8
https://www.cancercenter.hosp.tohoku.ac.jp/cmc/hotline.html
https://www.ncc.go.jp/jp/ncch/division/support/hotline/index.html
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/departments/rare-cancer-c/
https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/departments/rare-cancer-c/
https://oici.jp/hospital/department/rarecancer/
https://www.okayama-u.ac.jp/user/hospital/index471.html
https://www.gan.med.kyushu-u.ac.jp/center/department/kishogan


現地参加：四国がんセンター患者・家族総合支援センター【暖だん】

現地参加のみ：15時30分～16時【交流会】
開会挨拶：山下 素弘 四国がんセンター 院長

施設紹介

【四国がんセンターの紹介】山下 素弘

【国立がん研究センター 希少がんセンターの紹介】加藤 陽子

講演

司会：仁科 智裕 四国がんセンター がんゲノム医療センター 部長／消化器内科

【GIST 治療 UPDATE】
土井 俊彦 国立がん研究センター 東病院 病院長

【知っておくと役立つ ❝暖だん❞とお金に関するサポート情報】
福島 美幸 四国がんセンター 患者・家族総合支援室長

【患者会の紹介】
西舘 澄人 NPO法人 GISTERS 理事長

ディスカッション

司会：松本 陽子 NPO法人 愛媛がんサポートおれんじの会 理事長

【四国がんセンター】仁科 智裕・福島 美幸

【NPO法人 GISTERS】西舘 澄人・岡本 信介
【国立がん研究センター】土井 俊彦・加藤 陽子

閉会挨拶：川井 章 国立がん研究センター 希少がんセンター長

共催
国立病院機構 四国がんセンター／NPO法人 GISTERS
NPO法人 愛媛がんサポートおれんじの会／国立がん研究センター 希少がんセンター

後援
一般社団法人  全国がん患者団体連合会／愛媛新聞社／愛媛県がん診療連携協議会

希少がん みんなで語り合おう！
第2回 GIST（消化管間質腫瘍）セミナー in 四国

2025年1月18日（土）13時30分（13時開場）～15時30分

ハイブリット開催

お申し込み：どなたでも参加可無料
オンライン参加：当日URL：https://zoom.us/j/91708724395?
pwd=sfnQOjKeNre4SDKSUlJuYbQjPsaID1.1
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https://zoom.us/j/91708724395?pwd=sfnQOjKeNre4SDKSUlJuYbQjPsaID1.1
https://zoom.us/j/91708724395?pwd=sfnQOjKeNre4SDKSUlJuYbQjPsaID1.1
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